


















































































（2013 年度 非文字資料研究センター 第 3 回公開研究会）
東アジアの租界・居留地とメディア
日　　時：2014 年 2月 15日（土）9：30〜 18：00
会　　場：神奈川大学横浜キャンパス　17号館 215室
開会挨拶：田上　繁（非文字資料研究センター長）
趣旨説明：孫　安石（非文字資料研究センター　研究員）
報　　告：①『東亜同文会資料中の租界関連情報』大里浩秋（神奈川大学）
	 ②『大連の歴史地図の作成について』木之内誠（首都大学東京）
	 ③『天津関係の絵はがきについて』近藤恒弘（民間収集家）
	 ④『絵葉書から読み解くハルビンと日本人―ハルビン絵葉書の社会的意味』毛利康秀（日本大学）
	 ⑤『従軍画家たちが描いた戦時中の上海―軍事郵便絵葉書による図版検証―』彭国躍（神奈川大学）
	 ⑥『上海人文歴史地図の制作構想について』蘇智良（中国・上海師範大学）
	 ⑦『租界と武漢の都市空間・機能の変容』李衛東（中国・江漢大学）
	 ⑧『横浜居留地の建築について』内田青蔵（神奈川大学）
	 ⑨『上海韓人の国際認識』金承郁（韓国・ソウル市立大学）
	 ⑩『ソウルの外国人居留地の形成について』金濟正（韓国・ソウル市立大学）
コメンテーター：
栗原　純（東京女子大学）、村井寛志（神奈川大学）、中村みどり（早稲田大学）、石川照子（大妻女子大学）
大里浩秋氏
